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礼拝説教（2026年6月 7日） 

説教者：中村信哉 

光があるうちに 
ヨハネの福音書12章 27-36節 

 

はじめに 

 ヨハネの福音書 12 章から、イエス様が十字架で死なれる六日前の出来事が書かれてい

ます。イエス様は、「一粒の麦は、地に落ちて死ななければ、一粒のままです。しかし、死ぬなら、

豊かな実を結びます」と言われ、ご自身がもう間もなく、十字架で死なれることを示されまし

た。今日は、イエス様はどのような思いで十字架に向かわれたのか、イエス様の十字架は何

をもたらすのか、イエス様の十字架を前に私たちは何をすべきなのか、この三つのことを学

びたいと思います。 

 

1. 十字架の死に向かうイエス 

 十字架の死を前にして、イエス様は 27-28 節で、父なる神様にこう祈られます。「今わ

たしの心は騒いでいる。何と言おうか。『父よ、この時からわたしをお救いください』と言おうか。いや、

このためにこそ、わたしはこの時に至ったのだ。父よ、御名の栄光を現してください」。 

 イエス様は、「わたしの心は騒いでいる」と言われます。この「騒ぐ」という言葉は、「動

揺する」「不安を覚える」「恐れ惑う」という意味の言葉です。イエス様は、十字架の死を前

にして、動揺し、不安を覚え、恐れたのです。イエス様は、神の子が人となられた方です。

神の子であるイエス様でさえも、十字架の死を前にする時、動揺し、不安を覚え、恐れを抱

いたのです。 

それはただ単に、イエス様が死を恐れたというのではないと思います。私たちは誰でも、

死を恐れます。しかしイエス様の死と私たちの死は、根本的に違います。イエス様の死は、

十字架の死であり、神に呪われた死であるからです。旧約聖書に、「木にかけられた者は神に

呪われた者だからである」（申命記 21：23）とあります。イエス様が十字架で死なれたというこ

とは、神に呪われた者として死なれたということです。イエス様は、罪のない神の子です。

しかしイエス様は、私たち人間の代わりに、神に呪われたのです。私たち人間は、生まれな

がらに神様に背いて生きてきました。神様の存在を認めず、神様の律法を無視して生きてき

ました。神様を愛するより、自分を愛し、隣人を愛するより、自分の欲に従って生きてきま

した。そのため、私たち人間は、神様の激しい怒りと呪いの対象であり、神様の刑罰をこの

世においても永遠においても受けなければならない存在でした。しかし神様は、私たちをな

おも愛し、私たちのためにひとり子イエス様をこの世に遣わし、私たちを呪う代わりに、イ

エス様を呪い、私たちを罰する代わりに、イエス様を罰したのです。イエス様の十字架の死

は、私たち人間に対する神様の激しい怒りと呪い、そして刑罰を一身に引き受ける、そうい
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う死であったのです。それゆえにイエス様は、その死の前に、動揺し、不安を覚え、恐れた

のです。 

マタイ、マルコ、ルカの福音書には、イエス様が十字架の死を前に祈った「ゲッセマネの

祈り」が書かれています。それは、こういう祈りです。「わたしは悲しみのあまり死ぬほどで

す。・・・アバ、父よ、あなたは何でもおできになります。どうか、この杯をわたしから取り去ってくださ

い。しかし、わたしの望むことではなく、あなたがお望みになることが行われますように」（マルコ 14：

34、36）。ヨハネの福音書には、「ゲッセマネの祈り」は書かれていません。しかし今日の聖

書箇所の 27-28節の祈りと「ゲッセマネの祈り」はよく似ています。最初にイエス様は、

弱さを吐露します。そして十字架の死が取り去られることを願います。しかし最終的には、

自分の願いではなく神様の御心にご自分を従わせていきます。その意味で、今日の聖書箇所

の27-28節は、ヨハネの福音書における「ゲッセマネの祈り」と呼ばれます。 

イエス様は、動揺し、不安を覚え、恐れを抱き、逃げ出そうとさえ思うけれど、最終的に

は、神様の栄光が現れる道を選び取って行かれるのです。神様の栄光を現す、それはイエス

様がこの世に遣わされた目的でありました。イエス様は、「このためにこそ、わたしはこの

時に至ったのだ」と言われました。私たち人間に代わって神に呪われる十字架の死を成し遂

げる、そのことによって神様の栄光を現す、それがイエス様の地上の生涯の目的でした。 

神様の栄光を現す、それはイエス様の地上の生涯の目的であると同時に、私たちの人生の

目的でもあります。ウェストミンスター小教理問答の問1には、「人のおもな目的は、神の

栄光をあらわし、永遠に神を喜ぶことです」（榊原訳）とあります。私たちの人生は、自分

の栄光を現し、自分を喜ばせて生きるものではありません。そうではなく。神様の栄光を現

し、神様を喜んで生きるものです。イエス様の場合は、十字架の死を通して、神様の栄光を

現しました。私たちは、何を通して神様の栄光を現しますか？私たちには、どんな十字架が

与えられていますか？ 

 

2. イエスの十字架がもたらすもの 

 さて、イエス様の十字架は、私たち人間のための身代わりの死でした。それとともに、十

字架の死は、何をもたらすのでしょうか。31-33節には、こうあります。「今、この世に対

するさばきが行われ、今、この世を支配する者が追い出されます。わたしが地上から上げられるとき、

わたしはすべての人を自分のもとに引き寄せます。これは、ご自分がどのような死に方で死ぬことに

なるかを示して、言われたのである」。イエス様はどのような死に方で死ぬことになるのでしょ

うか。それは、「地上から上げられる」という死に方です。十字に組み合わされた木に両手

両足を太い釘で打たれ、張り付けにされるのです。それは、地上からは少し高い所に上げら

れ、人々の前に見せ物として晒されるのです。 

では、このイエス様の十字架の死は、何をもたらすのでしょうか。一つは、「今、この世

に対するさばきが行われ、今、この世を支配する者が追い出される」ということです。「こ

の世を支配する者」とは、悪魔またはサタンのことです。悪魔は、荒野でイエス様を試みた
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時、こう言いました。「国々の権力と栄光をすべてあなたにあげよう。それは私に任されていて、

だれでもわたしが望む人にあげるのだから」（ルカ 4：6）。悪魔は、アダムとエバを誘惑して禁断

の木の実を食べさせた時から、この世を支配してきたのです。この世を支配して、神様から

私たち人間を引き離してきたのです。悪魔は目には見えません。神様が目には見えないけれ

ども確かに存在しているように、悪魔も確かに存在しているのです。そのことを、私たちは

信じなければなりません。しかし、悪魔のこの世に対する支配は、イエス様が十字架で死な

れる時までです。イエス様は、十字架の死を通して、悪魔に対して勝利し、悪魔を追い出さ

れるのです。十字架の死は、一見すると、イエス様の敗北、イエス様が悪魔に対して敗北し

たかのように見えます。しかし、イエス様は十字架の死を通して、悪魔に勝利されたのです。

それは、復活を通して明らかです。そして、このイエス様の十字架と復活から、イエス様を

信じる者が世界中に起こされ、世界中の人々がイエス様のもとに引き寄せられてきたので

す。今やキリスト教の人口は、23-26億人いると言われ、世界人口の32％にも及びます。

つまり世界の約3人に1人は、イエス様を信じるクリスチャンなのです。この神の国の広

がりは、イエス様の十字架と復活から始まったのです。 

 

3. 光があるうちに 

 最後に、イエス様の十字架の死を前に、私たちは何をすべきなのかを考えて終わりたいと

思います。イエス様は、35節でこう言われます。「もうしばらく、光はあなたがたの間にありま

す。闇があなたがたを襲うことがないように、あなたがたは光があるうちに歩きなさい。闇の中を歩く

者は、自分がどこに行くのか分かりません。自分に光があるうちに、光の子どもとなれるように、光を

信じなさい」。「光」とは、何でしょうか。光とは、イエス様のことです。イエス様はこう言

われます。「わたしは光として世に来ました。わたしを信じる者が、だれも闇の中にとどまることのな

いようにするためです」（ヨハネ 12：46）。イエス様は、闇を照らす光です。イエス様を信じる人

は、「光の子ども」とされて、イエス様と同じように、闇を照らします。イエス様は天に昇

られましたが、今は、イエス様を信じる者たちが、「光の子ども」「世の光」として、この世

を照らしています。教会が、一人ひとりのクリスチャンが、この世を照らしています。闇の

中を歩いている人々に、どこに行くべきかを示しています。 

しかし、光はいつまでもあるわけではないとイエス様は言われます。「もうしばらく、光

はあなたがたの間にある」と言われ、「闇があなたがたを襲う」時が来るのだと言われます。

時間には限りがあるのです。突然、闇に襲われる時があるのです。私たちにとっての闇とは、

何でしょうか。それは、死を迎える時かもしれません。死の時、私たちは瞼を閉じます。そ

の時に暗闇に包まれるでしょう。私たちは、死を迎え、瞼を閉じた時、暗闇に包まれるので

しょうか。それとも天国の光が見えるのでしょうか。 

イエス様は、「あなたがたは光があるうちに歩きなさい」「自分に光があるうちに、光の子

どもとなれるように、光を信じなさい」と言われます。イエス様は、「いつでもいいよ」と

は言われません。明らかに、私たちに決断を迫っています。私たちは、いつ死ぬか分かりま



- 4 - 

 

せん。今日死ぬかもしれないし、1週間後、1か月後、1年後に生きているかも分かりませ

ん。いつ教会に来られなくなるか、いつ聖書を読めなくなるかも分かりません。イエス様は、

「光があるうちに歩きなさい」「光があるうちに信じなさい」と言われます。 

 私は、リサイクルショップとか古着屋とかが好きで、特に洋服などはほとんど新しい物は

買いません。誰もが持っている物ではなく、1点物が好きなのです。リサイクルショップと

か古着屋とかは、1点物なので、欲しい物を見つけても、次に行った時にはないということ

がよくあるのです。その時に買わないと、次に行った時にはないのです。その時の決断が大

切なのです。イエス・キリストという方は、1点物です。この方は、唯一の生ける真の神様

です。この方以外に、私たちが救われる道はありません。この方以外に、私たちの人生を照

らす光はありません。どうか、「光があるうちに」決断してください。「光があるうちに」イ

エス・キリストという方を信じてください。 

 

 天におられる私たちの父なる神様。 

 あなたは、ひとり子であるイエス様をこの世に遣わし、私たちに愛を示してくださいまし

た。イエス様もまた、私たちを愛し、私たちの代わりに十字架の死を成し遂げ、父なる神様

の栄光を現されました。イエス様の十字架の死は、この世の支配者である悪魔に対する決定

的な勝利であり、その時から神の国は世界中に広がり、今もなお広がり続けています。 

 今はまだ「光がある」時です。しかし、いつ闇が私たちを襲うか分かりません。イエス様

は、「光があるうちに」決断せよと言われます。「光があるうちに」「わたしを信ぜよ」と言

われます。どうか、私たち一人ひとりが「光があるうちに」あなたを見出すことができます

ように。 

 この祈りを私たちの救い主イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン。 


